
「島
根
の
浜
田
漁
港
か

ら
今
日
届
い
た
魚
で
す
。

ご
要
望
に
応
じ
て
塩
焼

き
、
煮
付
け
、
か
ら
揚
げ

に
調
理
で
き
ま
す
」

東
京

“
秋
葉
原
の
海
鮮

居
酒
屋

ョ
命
習
刷
町

．濯
司
］
。
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
が
漂
う
店
内
の
個
室

に
、
店
員
が
１０
種
近
い
生

の
魚
を
盛

っ
た
ざ
る
を
運

ん
で
来
て
客
に
薦
め
る
。

バ
調
測
網
到
ヨ
留
「
劇
イ

の
「
八
堂
烈
東
京
都
嘲
奥

区
）
が
都
内
中
心
の
３５
カ

嗣

国

囲

「

目

的

な
虐
舗

，
ノ
ド
グ
ロ
、
ア

マ
ダ
イ
、
イ
サ
キ
な
ど
生
‘

の
魚
を
客
に
見
せ
、
選
ん

で
も
ら
う

ス
タ
イ
ル
は

「本
物
」
を
提
供
し
て
い

る
自
信
の
表
れ
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

同
社
は
漁
港
で
競
り
に

参
加
し
、
魚
を
直
接
買
い

付
け
ら
れ
る

「買
参
権
」

を
持
つ
。
浜
田
漁
港
で
は

２
０
０
４
年
に
浜
田
営
業

所
を
開
設
し
、
直
接
仕
入

れ
を
始
め
た
。
早
朝
に
競

り
落
と
し
た
魚
は
東
京

・

築
地
市
場
行
き
の
ト
ラ
ッ

ク
便
を
利
用
し
、
翌
日
に

は
都
内
の
店
舗

に
並
べ

る
。
市
場
や
間
屋
を
通
す

よ
り
も
最
低
１
日
は
早
く

届
く
。

浜
田
営
業
所
か
ら
は
ヽ

八
吉
を
含
め
約
６０
店
舗

ヘ

週
６
日
発
送
。
そ
の
中
で

店
側
が

「こ
れ
だ
け
は
入

れ
て
は
し
い
」
と
要
望
す

る
魚
が
、
高
級
魚
の
ノ
ド

グ
ロ
だ
。

一
六
堂
が
経
営
す
る
店

み
が
あ
る
」
。

一
六
堂
の

小
松
睦

。
漁
港
仕
入
担
当

部
長
（３９
）
は
品
質
に
太
鼓

判
を
押
す
。

出
店
拡
大
を
続
け
る
同

社
は
昨
年
１２
月
、
東
証
１

部
に
株
式
を
上
場
し
た
。

そ
の
成
長
に
、
浜
田
の
魚

が
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
る
。
　
　
・

一◇
　
　
　
・
◇

一
方
ヽ
江
津
市
渡
津
町

に
本
社
を
置
く
若
女
食
品

の
浜
田
工
場

「び
―
び
―

県
内
最
大
の
水
揚
げ
を

誇
る
浜
田
漁
港
。
第
５
部

は
同
港
を
取
り
巻
く
漁
業

や
加
工
業

の
現
状
を
追

い
、
浜
田
の
水
産
業
を
考

え
る
。

第 5部 浜 田の水産業

都
会
地
か
ら
「指
名
買
い
」

「八
吉
」
が
提
供
す
る
、
浜
田
漁
港
か
ら
届
い
た
生
の
魚
“
来
店
客
の
評
価
は
高
い

舗
で
昨
年
提
供
し
た
約
２８

工
房
六
浜
田
市
原
井
町
）

（５６
）
は

「産
地
が
考
え
て

万
匹

の
ノ
ド
グ

ロ
の
う

で
は
、
機
械
で
ア
ジ
を
３

い
る
よ
り
も
、
消
費
地
で

ち
、
浜
国
産
は
最
多
の
約

枚
お
ろ
し
の
切
り
身
に
加

の
評
価
は
高
い
」
と
強
調
。

４
割
。

「ノ
ド
グ
ロ
を
日

工
。
主
に
ス
ー
パ
ー
で
売

関
東
か
ら
が
中
心
だ

っ
た

本

一
提
供
し
て
い
る
店
」

ら
れ
る
す
し
や
刺
身
用
に
　
「指
名
」
は
こ
こ
数
年
、

と
う
た
う
八
吉
で
は
、
ざ

全
国
べ
出
荷
す
る
。
　
　
　
関
西
に
も
広
が
り
、
数
も

る
に
載
せ
た
約
３
５
０
％
　
網
目
馴
劇
翻
劾
明
「
利
び

増
え
て
き
た
。

の
１
匹
に
３
８
０
０
円
の

ブ
Ｓ
ｎ
り
「
週
ａ
目
ぅ
刻
ノ
　
　
◇
　
　
　
　
◇

値
札
を
付
け
る
。　
　
　
　
ィ
月
日
潤
副
馴
興
り

「‐ｄ
川

　

再
び
東
京

一
秋
葉
原
。

「北
陸
で
食
べ
た
こ
と

ぢ
∃
月
司
覇
ヨ
●
悧
Ｊ
回
劉

８
月
下
旬
、
仕
事
帰
り
の

が
あ
る
客
が
驚
く
ほ
ど
、
　
え
ら
れ
「
劉
園
目
担
湘
紹
咽
ビ
ジ
ネ
ス
客
で
に
ぎ
わ
う

段
違
い
の
脂
乗
り
と
う
ま

覇
冽
瀾
当
日
「
　
　
　
　
　
一
六
堂
の

「八
吉
」
に
、

た
だ
、
春
先
か
ら
夏
に

都
内
の
Ｉ
Ｔ
関
連
会
社
に

か
け
て
の
シ
■
ズ
ン
中
、
　
勤
め
る
藤
田
英

一
さ
ん

同
社
が
１
日
に
加
工
す
る

（４５
）
が
同
僚
２
人
を
連
れ

量
は
約
４

ント
。
地
元
産
だ

て
来
店
し
た
。
今
年
の
夏

け
で
は
賄
い
き
れ
ず
、
長

休
み
に
家
族
旅
行
で
訪
れ

崎
、
福
岡
、

，境
港
な
ど
幅

た
山
陰
で

「ノ
ド
グ
ロ
を

広
い
産
地
か
ら
ア
ジ
を
調

食
べ
損
ね
た
」
た
め
だ
。

達
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
　
「こ
ん
な
に
お
い
し
い
魚

う
し
た
中
で
、
見
え
て
く

が
身
近
に
あ
る
な
ん
て
、

る
浜
田
産

の
価
値

が
あ

う
ら
や
ま
し
い
。
是
非
ま

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
行

っ
て
み
た
い
」

「ど
ん
ち

っ
ち
が
あ
る

な
ら
、
買
い
た
い
」
―
。

得
意
先
と
な
る
関
東
の
鮮

魚
量
販
店
や
百
貨
店
か
ら

は
、
こ
う
し
た

「指
名
買

い
」
が
入
る
。
若
女
食
品

の
灘
公
治

・
営
業
部
長


